テンネン タトウ ラミナラン ユライ エリシター カッセイ オリゴトウ ノ カガクテキ ケンキュウ by タイ, アキヒロ et al.
Osaka University















学位記番号第 1 2 4 7 0 号
学位授与年月日 平成 8 年 3 月 25 日




Chemical Studies on Elicitor -active Oligosaccharides from a 





教授菅 健一 教授吉田敏臣 教授今中忠行







第一章では，アルフアルファ子葉に対してエリシター活性を示すピリジルアミノ化オリゴ糖 (LNーし 2 , 3) 
を褐藻 Eiseniα bicyclis 由来の天然多糖であるラミナランから調製する新方法について述べている。さらに， これら
のオリゴ糖の中で， LN-3 が最も強いエリシターであり，最小活性濃度650nM で活性を示すことを述べている。ま
た，オリゴ糖を精製する段階で還元末端へのピリジルアミノ基の導入はエリシター活性を増大させるという新知見を
得ている。
第二章では，各種機器分析より， LN-3 の構造はピリジルアミノ化へプタグルコシド (ß -D -G lcp (1 , 6) -
β-D -Glcp (1 , 3) -β-D -Glcp (1 , 6) -β-D -Glcp (1, 3) -β-D -Glcp (1 , 6) 一 β­
D -Glcp (1 , 3) -Glc -PA) であることを明らかにしている。 LN- 3 は，現在知られている中性オリゴ糖エ
リシターとは異なる骨格を有す新規エリシターである。
第三章では， LN-3 の種特異性について検討し， LN-3 はアルフアルファ子葉とインゲン子葉に対してエリシ
ター活性を示すが，エンドウ上腔軸に対しては活性を示さないことを見出している O また，上記 3 種のマメ科植物を
LN-3 でエリシター処理した後，各処理液におけるLN- 3 由来の糖断片について解析し， エリシター活性と糖鎖
切断パターンとの聞に興味深い相関性を得ている。
第四章では， ラミナラン (40 g) の酵素加水分解物中から，アルフアルファとエンドウにはエリシター活性を示さ
ず，インゲンに特異的に活性を示すオリゴ糖の大量調製(1.47 g) について述べている。このオリゴ糖は，各種分析












(1)アルフアルファ子葉に対してエリシター活性を示すピリジルアミノ化オリゴ糖 (LN-1, 2 , 3) を褐藻 Eiseniα
bicyclis 由来の天然多糖であるラミナランから調製を行い， LN-3 が最も強いエリシター活性を示すことを明らか
にしている。また，オリゴ糖を精製する段階で還元末端へのピリジルアミノ基の導入はエリシター活性を増大させる
という新知見を得ている。
(2)新規エリシターLN- 3 の構造はピリジルアミノ化へプタグルコシド〔 β -D-Glcp (1 , 6) -ﾟ -D-Glcp 
(1, 3) -β -D-Glcp (1 , 6) -ﾟ -D-Glcp (1 , 3) 一 β -D-Glcp (1 , 6) ー β-D -G lcp (1, 3) 
-Glc-PA) であることを明らかにしている。
(3)LN-3 の種特異性について検討し， LN-3 はアルフアルファ子葉とインゲン子葉に対してエリシター活性を示
すが，エンドウ上陸軸に対しては活性を示さないことを見出している。また，上記 3 種のマメ科植物をLN- 3 でエ
リシター処理した後，各処理液におけるLN- 3 由来の糖断片について解析し，エリシター活性と糖鎖切断パターン
との聞に興味深い相関性を得ている。
(4) ラミナラン (40 g) の酵素加水分解物中から，アルフアルファとエンドウにはエリシター活性を示さず，インゲン
に特異的に活性を示すオリゴ糖の大量調製(1.47 g) に成功している。このオリゴ糖は，各種分析より 3 ーし 3 , 
β- 1, 6 結合したトリクソレコシドである o この構造は， LN-3 の部分構造であり，単糖，二糖には全くエリシター
活性がないことより， この三糖がインゲンに対してエリシター活性を示す最小構造単位であることを明らかにしてい
る。
以上のように本論文は，天然多糖より生理活性オリゴ糖を調製する新規方法を考案し，その有用性を示すとともに，
そのオリゴ糖が高いエリシター活性と特異性を持つことを明らかにしており，植物細胞工学の発展に貢献するところ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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